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「
広
報
」
の
録
音
テ
ー
プ

　

５
月
４
日
（
月
・
祝
）、
太
宰

府
天
満
宮
で
開
催
さ
れ
た
「
ち
び

っ
子
夢
ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
太
宰
府
駅
か
ら
参
道
を
通
っ

て
境
内
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
す
る
予

定
で
し
た
が
、
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
で
、
舞
台
で
の
演
奏
の
み
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
会

場
に
は
、
和
独
楽
競
技
大
会
や
竹

細
工
教
室
、
そ
し
て
み
ん
な
の
願

い
を
う
ろ
こ
に
か
い
て
完
成
さ
せ

よ
う
と
す
る
、
夢
鯉
の
ぼ
り
作
り

「
第
27
回
天
神
の
杜

ち
び
っ
子
夢
ひ
ろ
ば
」

に
参
加
し
て

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
空
き
時
間
も
色
々
と
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舞
台
の

前
に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が

い
て
、
緊
張
し
な
が
ら
も
の
び
の

び
と
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
雨
で

足
を
滑
ら
せ
な
が
ら
大
変
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を

い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

ガ
イ
ア
の
響　

定
成
明
美

　

ぱ
ー
る
会
で
は
、
町
で
発
行
し

て
い
る
「
広
報
か
す
や
」「
議
会

だ
よ
り
」
「
社
教
だ
よ
り
」
を
、

毎
月
朗
読
録
音
し
て
い
ま
す
。

　

録
音
は
、
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
付
設
し
て
い

る
、
防
音
設
備
が
整
っ
た
親
子
室

を
借
り
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
プ
は
、
役
場
の
ロ
ビ
ー
、

町
立
図
書
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

置
い
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
に
は

毎
月
自
宅
ま
で
届
け
て
い
ま
す
の

て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
の
余
暇
の
過
ご
し
方
の
方

法
と
し
て
、
無
理
せ
ず
都
合
の
良

い
時
に
活
動
す
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
）
８
８
３
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
方
・
し
た
い
方
募
集

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

目
の
不
自
由
な
方
だ
け
で
な
く
、

小
さ
な
字
が
読
み
づ
ら
い
高
齢
の

方
や
、
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
な
ど
で

も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
多
種
多
様
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

幼
児
の
見
守
り
、
草
取
り
、
引
率
、

簡
単
な
大
工
仕
事
等
々
、
趣
味
と

特
技
を
生
か
せ
る
場
の
一
つ
と
し

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

☎（
９
３
８
）
４
５
７
６

長
設
備
工
業☎（

９
３
８
）
７
１
３
５

㈱
倉
田

☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱☎（

９
３
８
）
２
２
４
５

●
交
換
時
の
お
願
い

▽
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
担
当
の
委

託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な
ど

を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▽
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）

２
３
１
１　

内
線
４
５
７
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
使
用
有
効
期

間
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
効
期
間

が
満
了
す
る
前
に
、
町
が
委
託
し
た

左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
は
、
長
者
原
上
区
、
長
者
原

中
区
、
長
者
原
下
区
の
有
効
期
限
が

近
づ
い
た
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交

換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ
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教 室 名 練習場所・日時 講 　 師 代 表 者部 門

舞　　　踊

器　　　楽

声　　　楽

寿 楽 会

沙 弥 の 会

泉 流 　 柚 須 の 会

泉 流 　 雅 の 会

英 流 蜂 の 会

ダンスサークルファンタジア

粕屋町社交ダンスサークル

3B健康体操スマイルレディ

ハワイアンフラ　プルメリア戸原

フラの会 ロケラニ柚須

フラの会 フラ マーメイド

粕屋町　秀政弓会

伏見バイオリン教室

弥 生 会

お箏三絃　さくら会

粕屋ハーモニカサークル

謡 ： 鷹 光 会

宝 生 会

洲山会　内橋民謡教室

中 央 民 謡 教 室

粕屋カラオケ愛好会 花組

粕屋カラオケ愛好会 星組

粕屋カラオケ愛好会 月組

粕 屋 う た う 会

菊 声 会 Ａ

菊 声 会 Ｂ

菊 声 会 Ｃ

菊 声 会 Ｄ

菊 声 会 Ｅ

菊 声 会 Ｆ

菊 声 会 Ｇ

金 丸 歌 謡 教 室

玄 海 相 撲 甚 句 会

粕屋カラオケ夢の会A組

粕屋カラオケ夢の会B組

第1～4 （水）

第1～4 （火）

第1～4 （木）

第1～4 （金）

第1～4 （火）

第1～4 （火）

第1～3 （土）

第1～4 （月）

第1～4 （金）

第1～4 （火）

第1～3 （金）

随　　　時

随　　　時

第1～3 （土）

第3 （月）

第1・3・4（金）

第1～4 （火）

第1～3 （木）

第1～4 （金）

第2・3・4（金）

第2・4 （日）

第2・4 （日）

第2・4 （日）

第1・3 （水）

第1・3 （火）

第2・4 （金）

第2・4 （火）

第1・3 （月）

第1・3 （月）

第1・3 （木）

第2・4 （金）

第2・4 （水）

第1・3 （日）

第1・3 （日）

13：30～
15：30
10：00～
16：00
19：00～
22：00

13：00～
15：00
19：20～
20：50
19：00～
21：00
10：00～
12：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
15：00～
17：00

13：00～
15：00
10：00～
12：00
20：00～
22：00
18：00～
20：00
19：30～
22：00
19：30～
21：30
14：00～
16：00
12：00～
15：00
12：00～
15：00
12：00～
15：00
19：00～
22：00
20：00～
22：00
13：00～
15：00
20：00～
22：00
13：00～
15：00
13：00～
15：00
14：00～
16：00
20：00～
22：00
11：00～
12：30
13：00～
15：00
10：00～
17：00
10：00～
17：00

講師宅

柚須文化センター

サンレイク

サンレイク

サンレイク

戸原区（公）

柚須文化センター

サンレイク

講師宅

講師宅

サンレイク

サンレイク

サンレイク

内橋一区（公）

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

太田健策宅

サンレイク

サンレイク

内橋一区（公）

長者原中区（公）

戸原区（公）

乙仲原西区（公）

長者原中区（公）

長者原中区（公）

（公）は公民館の略です。

深 山 喜公幸

藤 間 沙 弥

泉 　 媛賀花

泉 　 媛賀花

英 　 聖 依

寺 田 幹 男

山 本 誠 一

渡 辺 光 代

長 　 展 子

原 田 香代子

原 田 香代子

村 瀬 真 弓

伏 見 定 紘

山 下 美知代

山 本 ひとみ

̶

安河内 政 光

城 口 忠 紀

安 川 福 寿

中 野 文 敏

牟 田 直 美

水 祈 紫 穂

水 祈 紫 穂

水 祈 紫 穂

山 崎 節 雄

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

金 丸 和 代

安河内 武 子

鈴 木 国 夫

鈴 木 国 夫

清 原 サツキ

貞 国 アサ子

原 　 フミ子

慈 幸 も も

吉 松 五 美

城 取 博 子

大 隈 初 美

永 井 房 子

長 　 多美子

原 田 香代子

赤 星 幸 子

長 　 露 子

前 川 僚 子

武 野 昭 代

藤 木 絹 子

澤 田 豊 司

伴 　 重 隆

光 安 次 彦

岳 　 秀 夫

田 代 ウメノ

吉 村 順 子

中 村 一 明

矢 野 朝 則

今 泉 　 進

岩 原 紀 子

藤 谷 陞 三

井 上 キミ子

松 尾 徳 子

松 尾 くに子

籐 　 和 子

藤 壺 　 巌

因 　 秀 乃

山 田 定 雄

松 田 正 人

鈴 木 国 夫

小 田 コナミ

随　　　時
19：00～22：00

ハーモニック・コスモス
ＫＡＳＵＹＡ

粕屋町
福祉センター

講師宅
柚須文化センター

原町コミュニティ
ホール

原町コミュニティ
ホール

サンレイク
須恵アザレア会館

サンレイク
内橋三区（公）

ゆうーすてーじ2
(乙仲原東区内)

☎938-9883

☎938-4638

☎611-9198

☎938-4486

☎939-2286

☎938-5240

☎938-3539

☎938-6904

☎938-2790

☎938-3490

☎691-3491

☎939-0541

☎691-2242

☎938-4347

☎938-3121

☎938-8044

☎938-4101

☎938-2205

☎938-8638

☎938-1639

☎938-9048

☎939-1985

☎938-4648

☎938-6341

☎939-1147

☎938-3519

☎938-2237

☎938-6586

☎938-3881

☎938-4348

☎938-2488

☎938-4228

☎621-7714

☎622-0970

☎938-3540

☎938-1925

第1～4（火・土）
第1～4（木）

第1・3（火）
第2・4（水）

随　　　時

随　　　時
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平成21年度　粕屋町文化協会 各教室講師・代表者一覧表

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。

　粕屋町文化協会は、20年の歴史を刻み65教室
578名が加入する団体として活動しています。
　趣味の友をつくり、人生に潤いをもたせる場と
して、より多くの方々の加入を期待しています。お
問い合わせは、各代表者へ。

“人生、生涯学習です”“人生、生涯学習です”“人生、生涯学習です”

No.210

教 室 名 練習場所・日時 講 　 師 代 表 者

碁　　　道

茶・華　道

工　　　芸

文　　　芸

美　　　術

舞　　　踊

伴 　 勝 宣

太 田 武 雄

福 山 妙 子

光 安 玲 子

光 安 逸 子

野 崎 幸 男

松 尾 まさこ

安 松 幸 男

牛 島 登 美

本 郷 蓉 子

Lester Brown

秦 　 　 生

八 尋 　 徳

八 尋 　 徳

木 村 辰 也

南 　 俊 一

福 間 雅 世

小 林 敏 夫

泉 　 花三照

泉 　 花三照

平 戸 公 子

阿比留 恵 美

松 山 幸 子

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

サンレイク

サンレイク

サンレイク

講師宅

サンレイク

サンレイク

サンレイク

工房M

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

講師宅

講師宅

講師宅

若宮区(公）

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

花ヶ浦(公）

第2 （日）

第1・3 （日）

第2・4 （木）

第2・4 （土）

第1・3 （金）

第2・4 （金）

第2・4 （土）

第3 （火）

第2 （土）

第1・3 （水）

第1～4 （金）

第2・4 （木）

第1～4 （水）

第1～4 （水）

第2 （火）

第1・2・3（火）

第1 （火）

第4 （木）

随　　　時

随　　　時

第1～4 （土）

第1～4 （火）

第1～4 （水）

第1～4 （火）

第1～4 （火）

第1～4 （土）

13：00～
18：00
13：00～
17：00
13：00～
16：00
13：00～
15：00
13：00～
16：00
13：00～
16：00
10：00～
13：00

10：00～
12：00
13：30～
16：00
13：30～
16：00
19：00～
21：00
19：00～
21：00
13：00～
15：00
19：00～
21：00
13：00～
17：00
10：00～
12：00
14：00～
17：00
20：00～
22：00

10：00～
12：00

13：00～
15：00
10：00～
12：00
13：00～
15：00
10：00～
12：00
19：30～
21：30
10：00～
12：00

粕 屋 町 囲 碁 会

粕 屋 町 将 棋 会

妙 松 会

生 花 教 室

陶　芸　教　室　（Ａ）

陶　芸　教　室　（Ｂ）

表 装

陶芸・染織教室 「工房M」

郷 土 史 勉 強 会

粕 屋 俳 句 会

日本の古典を読む会

日 中 水 墨 画 教 室

粕 屋 書 道 会 （昼）

粕 屋 書 道 会 （夜）

粕 屋 町 俳 画 教 室

水 彩 画 教 室

粕屋ちぎり絵教室

写 団 粕 屋

花 三 会 （A）

花 三 会 （B）

季 美 の 会

藤 間 政 寿 恵 会

松 幸 会

瑳 地 若 会（ 昼 Ａ ）

瑳 地 若 会（ 昼 Ｂ ）

瑳 地 若 会（ 昼 Ｃ ）

瑳 地 若 会（ 夜 Ａ ）

瑳 地 若 会（花ヶ浦）

澤 田 豊 司

稲 葉 禎 三

古 屋 雅 子

安 松 重 子

合 屋 美智子

上 原 康 世

野 崎 幸 男

松 尾 まさこ

池 田 　 清

渡 辺 孝 子

本 郷 蓉 子

横 尾 善 広

長 谷 百合子

井 上 正 教

八 尋 須惠子

大 庭 悦 子

安河内 孝 哉

前 田 悦 子

因 　 　 久

中 野 順 子

原 田 ヨシ子

平 戸 公 子

荒 木 モモ子

松 山 幸 子

𠮷 田 ユリカ

百 済 政 子

今 泉 順 子

中 村 啓 子

𠮷 田 ユリカ

部 門

F r i d a y  E n g l i s h
英 会 話 教 室

長者原中区（公）
日守集会所

第1～4
（月）～（土）

10:00～17:00
予約制

随　　　時

随　　　時

第1～4 （月）
第1～4 （火）

20：30～22：00
21：30～22：30

第1～4 （火）
又は （金）

鈴 木 勝 代
土 屋 元 子

☎938-8044

☎938-8709

☎938-2681

☎938-3113

☎938-1703

☎938-4393

☎939-1544

☎938-7272

☎938-2935

☎938-4075

☎938-5801

☎938-9252

☎938-1109

☎938-2237

☎938-4730

☎938-4422

☎938-3499

☎938-2392

☎938-4693

☎938-4289

☎938-0535

☎938-4566

☎611-1405

☎939-2115

☎938-6954

☎938-3574

☎938-8777

☎938-4619

☎938-6954
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講習月日 講習場所 講習区分 講習時間

８月３１日(月)

9月１日  (火)

9月２日  (水)

9月３日  (木)

9月４日  (金)

福岡市早良区
百道浜
１－３－３

福岡市民防災
センター

平
成
21
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
お
知
ら
せ

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
の
う
ち
、
現
に
危
険
物

の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
が

３
年
に
１
度
受
け
る
必
要
の
あ
る
講

習
の
ご
案
内
で
す
。 

●
受
講
対
象
者　
 

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
受
け
て
い

る
方
の
う
ち
、
危
険
物
製
造
所
、
貯

蔵
所
、
取
扱
所
に
お
い
て 

危
険
物

の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
及

び
保
安
監
督
業
務
に
従
事
し
て
い
る

方 
。
受
講
義
務
者
が
定
め
ら
れ
た

期
間
内
に
受
講
し
な
い
と
、
消
防
法

令
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、 

免
状
返
納
命
令
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。  

　

危
険
物
取
扱
者
業
務
、
保
安
監
督

者
業
務
に
こ
れ
か
ら
従
事
す
る
人
も

受
講
で
き
ま
す
。 

●
受
付　
 

▽
郵
送
受
付　

７
月
31
日
（
金
）〜 

　

8
月
14
日
（
金
） 

▽
開
催
地
受
付　

8
月
20
日
（
木
） 

　

〜
8
月
21
日
（
金
） 

※
受
講
申
請
書
類
は
、
粕
屋
南
部
消

防
組
合
消
防
本
部
、
南
部
消
防
署

及
び
中
部
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。 

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
類
の

受
講
案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部　

予
防
課 

　

☎(

９
３
５)

６
３
８
９ 

●日時など（福岡会場抜粋）

＊福岡会場以外（北九州・久留米・大牟田・直方・行橋）での受講については、 
　下記までお問い合わせください。 

そ の 他 の 施 設
給 油 取 扱 所
給 油 取 扱 所
石油コンビナート等
給 油 取 扱 所
そ の 他 の 施 設
石油コンビナート等
給 油 取 扱 所
そ の 他 の 施 設
そ の 他 の 施 設

  9：30～12：30
13：30～16：30
  9：30～12：30
13：30～16：30
  9：30～12：30
13：30～16：30
  9：30～12：30
13：30～16：30
  9：30～12：30
13：30～16：30

　梅雨が明け、夏本番となると、
海や山での楽しい行楽シーズンが
やってきます。夏は、他の時季に

比べ屋外での活動が多くなるため、事故発生の可
能性が高くなります。当本部管内においても毎年
数件、水の事故や山の事故が発生しております。
　事故に遭わないよう次のようなことに気をつけ
ましょう。

●水の事故対策
・泳ぐ前には必ず準備運動をする。
・飲酒後や体調がすぐれない時は遊泳を行わない。
・気分が悪くなったときはすぐに水からあがる。
・海・河川のレジャー（釣りなど）を楽しむ時
には、ライフジャケットを着用する。 

・海や河川などの自然環境の中では、常に気象
状況に注意を払い、天候の変化に応じて中止
するといった判断も必要。 

・乳幼児は、家庭用ビニールプールなどの浅い
場所でも溺れることがあるので、水遊び中は
必ず大人が付き添い、お子さんから目を離さ
ない。

・プールの排水溝には近づかない。
●山の事故対策
・山登りは子どもだけでは行かせない。
・ゆとりのある計画を立て、早めの下山を心が
ける。

・山の天気は非常に変わりやすいので、天気が
悪くなったり体調が優れないときは無理をせ
ず引き返す。

水の事故 や 山の事故 に
あわないために…

　浴衣姿も交じった子どもたちの花火遊びは夏の
風物詩です。しかし一方で、やけどや事故の発生
も少なくありません。開放的な気分が高まるだけ
に一層の注意が必要です。

≪おもちゃ花火の注意点≫
１、 花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守

りましょう。

２、 花火を人や家に向けたり、燃えやすいものの

ある場所で遊んだりしないようにしましょう。

衣服に火がつかないように注意しましょう。

３、 手持ちの筒花火は、手の位置に注意しましょ

う。

４、 風の強いときは、花火遊びはやめましょう。

５、 水を用意しましょう。

６、 大人と一緒に遊びましょう。

７、 たくさんの花火に、一度に火をつけないよう

にしましょう。１本ずつ遊びましょう。

８、 正しい位置に正しい方法で点火してください。

９、 吹出し、打ち上げなどの筒もの花火は、途中

で火が消えても筒をのぞいてはいけません。

大けがになることもあります。点火する時も

筒先に顔や手を出さないこと。

10、花火をポケットに入れてはいけません。

11、花火をほぐして遊ぶことは危険です。絶対 

してはいけません。

花火は正しく
使用しましょう
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～安全安心、まちづくり粕屋町～ 
粕 屋 町 安 全 速 報  

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１内線２２５

　高齢者の方々の交通事故が後を絶ちません。
　夏は暑さのために集中力が無くなり、ちょっとした油断からあなたの前に
交通事故という悲劇がやってきます。
　車や自転車を運転するときだけでなく、歩行するときにも歩行者としての
交通ルールーやマナーを守り、歩道があるところは歩道を通行しましょう。
　交通事故の「場所・種別・原因」を知ることにより、悲惨な交通事故に遭わないようにしましょう。

　　　○ 交通事故が多い場所は、事故の半数以上が「交差点及び交差点付近」で発生しています。
　　　○ 事故の種別としては、追突、出会い頭の事故が最も多いです。
　　　○ 事故の原因としては、

　　　　　　「危険に気がつかなかった」　「危険の発見が遅れた」
　　　　　　「操作ミス（ブレーキとアクセルを踏み違えた）」
　　　　という視力、聴力、反応時間、平衡感覚の衰えなど歳をとるにつれての
　　　　身体機能の変化が原因の事故が多いです。
　交差点及び交差点付近では、
　　　・ 信号を守り、左右の安全を確認して横断しましょう。
　　　・ 斜めに横断をすることなく短い距離で横断しましょう。
　　　・ 一時停止の標識があるところは、必ず一時停止をし、左右の安全を確認して横断しましょう。
　　　・ 停車後、前の車に続いて発信したが前の車の急ブレーキに対応できずに追突してしまったとい
　　　　う事故が多いので、車を運転するときには車間距離を十分に取り、前の車の変化にすぐに対応
　　　　できるようにしましょう。
　歳をとれば誰でも若いころのように機敏な行動はとれません。
　車の運転者や歩行者の方々が、視力、聴力、反応時間、平衡感覚など自分の衰えの程度を知り、
　俺（私）は、ウン十年間交通事故などに遭ったことがないし、起こしたこともない。運転は上手だ。
　などと自己過信することなく、

　　　　交通ルールを守り、安全を確認するゆとりのある交通行動
　をとり 「交通事故に遭わないように、交通事故を起こさないように」 しましょう。

高齢者による交通死亡事故が多発高齢者による交通死亡事故が多発高齢者による交通死亡事故が多発高齢者による交通死亡事故が多発

7月10日(金)～19日(日)

運動の基本 交通モラル・マナーの回復 

飲酒運転を撲滅しよう
●飲酒運転は、絶対にしない。

飲んだら 

乗るなら 

乗る人には 

乗らない 

飲まない 

飲ませない 

高齢者の交通事故を防止しよう
●高齢者にいつも思いやりの
　気持ちを忘れずに安全運転。
●高齢運転者はゆとりのある
　運転を心がけよう。

夏の交通安全県民運動
実施要綱
夏の交通安全県民運動
実施要綱
夏の交通安全県民運動
実施要綱
夏の交通安全県民運動
実施要綱
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.64

　

粕
屋
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
い

る
「
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会
」
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
18
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜
イ
ベ
ン
ト
開
始

　

午
後
８
時
〜
打
ち
上
げ
開
始

　

雨
天
の
場
合
翌
日
19
日
（
日
）

　
（
花
火
の
み
）

●
場
所　

粕
屋
町
駕
与
丁
公
園

●
主
催　

粕
屋
町
商
工
会

●
交
通
規
制
な
ど　

　

当
日
は
、
展
望
広
場
な
ど
の
立

ち
入
り
禁
止
や
近
隣
の
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
協
賛
金

　

大
会
を
盛
大
に
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト

　

ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
・
歌
謡
シ

ョ
ー
・
吹
奏
楽
と
和
太
鼓
の
演
奏
・

よ
さ
こ
い
踊
り
の
演
舞
な
ど

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

７
月
15
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会
ま
で

　

粕
屋
町
商
工
会
青
年
部
で
は
２

年
ご
と
に
「
粕
屋
町
電
話
帳
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
次
回
発
行
は

来
春
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
電
話

番
号
な
ど
は
、
左
記
対
象
通
信
業

者
の
デ
ー
タ
を
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
電
話
番
号
情
報
（
名
前
・

電
話
番
号
・
住
所
）
の
新
規
掲
載
・

抹
消
・
変
更
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

「
１
１
６
」
か
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー
」
へ
ご
連
絡
の
上
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
契
約
変
更
さ
れ

た
場
合
も
再
登
録
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先

　

☎
１
１
６

　

☎
０
１
２
０(

５
０
６)

３
０
９

　
（
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
）

●
登
録
期
限　

７
月
31
日(

金)

ま

で

※

期
限
後
の
ご
登
録
は
、
次
回
発

行
版
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
の
で

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
通
信
会
社

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

ズ
・
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
グ
ル
ー
プ

※

３
社
以
外
の
通
信
会
社
や
光
電

話
は
、
粕
屋
町
電
話
帳
に
は
掲

載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会
ま
で

　

商
工
会
は
、
商
工
業
者
の
経
営

支
援
や
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
員
資
格
は
、
町
内
に
お
い

て
引
続
き
６
か
月
以
上
営
業
所
・

事
務
所
・
工
場
・
事
業
所
を
有
す

る
商
工
業
者
で
す
。
商
工
会
員
は

無
料
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
を
開
設
で
き
ま
す
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.k
a
s
u
y
a
-

　

s
h
o
k
o
k
a
i.o
r.jp
/

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会

夏
の
祭
典

第
８
回
粕
屋
町
商
工

花
火
大
会
の
お
知
ら
せ

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

「
２
０
１
０
年
版
粕
屋
町
電

話
帳
」
作
製
に
伴
う
電
話
番

号
情
報
の
確
認
に
つ
い
て

粕
屋
町
商
工
会
へ
の
入
会
及

び
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

●
募
集
戸
数　

２ 

戸　

　

・
上
大
隈
団
地　

１
戸
（
粕
屋
町

　
　

大
字
上
大
隈
１
８
１
ー
１
）

　

・
朝
日
２
団
地　

１
戸
（
粕
屋
町

　
　

大
字
大
隈
３
６
５
ー
１
）

●
抽
選
日　

８
月
11
日
（
火
）

●
入
居
時
期　

９
月
上
旬
の
予
定

●
申
込
み
受
付
期
間

　

７
月
15
日
（
水
）〜
29
日
（
水
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所　

粕
屋
町
役
場
住
民
福
祉
課

※
申
込
書
は
７
月
13
日
（
月
）
か
ら

　

お
渡
し
し
ま
す
。

※
朝
日
２
団
地
に
つ
い
て
は
、
老
人

　

世
帯
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　

内
線
４
１
２
・
４
１
３
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５ 

月 

の 

行 

事

７月の行事予定

■
５
月
定
例
理
事
会

５
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

次
の
こ
と
を
議
題
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

▽
５
月
14
日
（
木
）
実
施
予
定
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
説

明
・
打
合
せ
。

▽
福
祉
施
設
に
配
布
の
タ
オ
ル
の

寄
贈
に
つ
い
て
、
協
力
依
頼　

ほ
か
。

■
新
旧
会
長
・
女
性
部
長

　

歓
送
迎
会

５
月
１
日
（
金
）

　

新
し
く
理
事
と
な
ら
れ
た
会

長
・
女
性
部
長
さ
ん
の
歓
迎
と
、

退
任
さ
れ
る
会
長
・
女
性
部
長
さ

ん
の
送
別
を
兼
ね
て
、
宇
部
・
常

盤
公
園
と
山
口
市
・
菜
香
亭
な
ど

を
見
学
。
懇
親
を
深
め
て
き
ま
し

た
。

7日(火)

14日(火)

17日(金)

７月定例理事会
　　粕屋町福祉センター
高齢者相互支援リーダー研修会
　　吉塚合同庁舎
第１回高齢者学級
　　粕屋町福祉センター

■
女
性
部
長
・
Ｏ
Ｂ
日
帰
り
研
修

５
月
11
日
（
月
）

　

見
渡
す
限
り
「
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
」
で
満
開
の
阿
蘇
・
仙
酔
峡
ま

で
の
、
日
帰
り
研
修
旅
行
で
し
た
。

自
然
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し

い
景
観
に
感
激
し
、
楽
し
い
懇
親

の
一
時
を
満
喫
し
ま
し
た
。

■
粕
屋
町
老
ク
連
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ゴ
ル
フ
大
会

５
月
14
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分

　

粕
屋
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
平
成
21
年
度

粕
屋
町
老
ク
連
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
、
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
各
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
16
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
来
賓
と
し
て
、
篠
﨑
町
長
さ

ん
を
は
じ
め
進
藤
議
長
さ
ん
な
ど

の
出
席
を
い
た
だ
き
開
会
し
ま
し

た
。

　

各
チ
ー
ム
と
も
に
精
鋭
が
出
場

さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
。
得

点
の
集
計
に
あ
た
り
、「
う
て
お

う
て
塾
」
で
開
発
し
た
計
算
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
、
短
時
間
の
う

ち
に
、
結
果
発
表
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
成
績
は
、
優
勝
・

長
者
原
下
区
、
準
優
勝
・
駕
輿
丁

区
、
三
位
・
長
者
原
上
区
と
な
り
、

５
月
27
日
（
水
）
宇
美
町
で
行
わ

れ
た
糟
屋
郡
老
ク
連
の
大
会
に
、

粕
屋
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。

　

郡
老
ク
連
の
大
会
で
は
、
各
町

か
ら
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
21
チ

ー
ム
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。
結

果
は
、
優
勝
・
宇
美
Ⅱ
、
２
位
・

宇
美
Ⅲ
、
３
位
・
須
恵
Ⅲ
。
粕
屋

町
チ
ー
ム
は
、
４
位
・
５
位
に
入

り
、
健
闘
し
ま
し
た
。

（
長
者
原
上
長
寿
双
葉
会

　
　
　
　

河
野
誠
士
会
長　

記
）

■「
緑
の
里
」
奉
仕
作
業

　

５
月
21
日
（
木
）
午
前
11
時
〜

午
後
４
時　

緑
の
里　

 　
　

　

女
性
部
長
19
名
ほ
か
で
、
三
活

会
・
緑
の
里
（
社
会
福
祉
法
人
）

を
訪
問
し
、
施
設
の
見
学
と
、
入

所
者
と
の
交
流
・
慰
問
を
い
た
し

ま
し
た
。

粕
屋
町
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　

粕
屋
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
７
月
５
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
緊
張
感

あ
ふ
れ
る
競
技
を
ぜ
ひ
町
民
の
皆
さ

ん
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
暖
か
い
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
５
日
（
日
）

　

午
前
８
時
開
式

　

午
前
８
時
30
分
競
技
開
始

　
（
午
前
11
時
30
分
終
了
予
定
）

●
場
所　

中
部
消
防
署
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
（
粕
屋
警
察
署
前
）

※
当
日
は
中
部
消
防
署
庁
舎
に
お
い

て
、
消
防
車
・
救
急
車
の
見
学
、

記
念
撮
影
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

昨年の粕屋町消防団ポンプ操法大会
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ち
ょ
き
ん
え
ん
ば
こ 

５
年
目
を
迎
え
た
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト

配
布
絵
本
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
肌
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
と
ば
と
心

を
通
わ
す
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い

楽
し
く
て
心
安
ら
ぐ
時
間
を
、
絵
本

を
介
し
て
持
つ
こ
と
を
応
援
す
る
も

の
で
す
。

　

粕
屋
町
で
は
、
10
か
月
乳
幼
児
健

診
の
際
に
実
施
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
か
ら
の
お
話
や
読
み
聞

か
せ
の
後
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
（
５
冊
の
中
か
ら
２
冊
選

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）。
事
業

を
始
め
て
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

そ
の
間
、
約
６,
０
０
０
冊
の
絵
本

を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

絵
本
は
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
赤

ち
ゃ
ん
絵
本
20
冊
」
の
中
か
ら
、
粕

屋
町
立
図
書
館
の
図
書
司
書
の
皆
さ

ん
に
選
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
５
冊
の
う
ち
２
冊
を
変
更

し
、
左
記
の
絵
本
を
配
布
対
象
に
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※「
ぶ
ー
ぶ
ー
ぶ
ー
」

※「
た
べ
も
の
」

「
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
び
り
び
り
」

「
だ
か
ら
こ
ぶ
た
ち
ゃ
ん
」

「
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
と

け
ー
き
」

（
※
印
は
変
更
に
な
っ
た
新
し
い
本

で
す
）

　

こ
れ
か
ら
10
か
月
乳
幼
児
健
診
を

受
け
ら
れ
る
方
は 

〝
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
〞 

を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
ね
。

●
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

　

☎(

９
３
８) 

２
３
１
１

　
　
　
　
　

内
線
５
２
３
・
５
２
９

　

4
月
よ
り
健
康
か
す
や
21
に
新
た

に
「
禁
煙
チ
ー
ム
」
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　

禁
煙
チ
ー
ム
で
は
、
た
ば
こ
の
害

に
つ
い
て
楽
し
く
情
報
発
信
し
て
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
1
箱
3
0
0
円
の
た

ば
こ
を
1
日
20
本
吸
っ
て
い
る
方
の

場
合
、
そ
の
た
ば
こ
代
は
、

　

1
年
で
約
10
万
円
、

　

10
年
で
約
1
0
0
万
円
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
家
族
で
健
康

に
な
れ
ま
す
し
、
毎
年
家
族
旅
行
に

行
け
ま
す
ね
。
そ
こ
で
、
活
動
第
1

弾
と
し
て
、
た
ば
こ
を
買
っ
た
つ
も

り
で
貯
金
す
る
「
貯
禁
煙
箱
」
を
作

成
中
で
す
。
秋
ご
ろ
に
は
、
配
布
で

き
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
の
主
成
分
で
あ
る

ニ
コ
チ
ン
に
は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ

血
行
を
悪
く
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

血
流
が
悪
く
な
る
と
、
皮
膚
の
新
陳

代
謝
が
低
下
し
、
女
性
に
は
大
敵
の

し
み
・
し
わ
・
た
る
み
な
ど
の
原
因

に
な
る
ほ
か
、
抜
け
毛
の
原
因
に
も

な
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

禁
煙
チ
ー
ム
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

＊
健
康
か
す
や
21
で
は
、
一
緒
に
活

動
し
て
く
だ
さ
る
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

健
康
か
す
や
21
事
務
局
（
粕
屋
町

　

国
保
健
康
課  

健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎(

９
３
８) 

２
３
１
１

　

内
線
5
2
5

粕
屋
中
学
校

開
校
50
周
年
記
念
バ
ザ
ー

を
開
催
し
ま
す

　

今
年
、
粕
屋
中
学
校
が
開
校
50
周

年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念
し

て
、
毎
年
夏
に
粕
屋
中
、
粕
屋
東
中

で
行
わ
れ
て
い
る
バ
ザ
ー
を
、Ｊ
Ａ

か
す
や
、
粕
屋
町
商
工
会
の
ご
協
力

に
よ
り
開
校
50
周
年
記
念
バ
ザ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

お
得
な
夏
野
菜
の
特
売
や
、
お
い

し
い
か
き
氷
・
ジ
ュ
ー
ス
・
綿
菓
子

な
ど
の
販
売
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

　

粕
屋
中
学
校

　
　

  

８
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

粕
屋
東
中
学
校

　
　

  

９
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

（
品
物
が
無
く
な
り
し
だ
い
終
了

し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
中
学
校
開
校
50
周
年
記
念
事

　

業
実
行
委
員
会　

西
村
教
頭

　

☎（
９
３
８
）
２
２
２
０

福
岡
県
中
高
年

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　

福
岡
県
で
は
、
J
R
博
多
駅(

筑

紫
口)

す
ぐ
横
に
、
中
高
年
の
方
々

の
就
職
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
と
し

て
「
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
本
格
的
に
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

　

職
業
紹
介
、
職
業
相
談
、
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
、
講
習
な

ど
を
行
い
中
高
年
求
職
者
の
皆
さ
ん

の
再
就
職
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

１
ー
１
ー
33　

は
か
た
近
代
ビ
ル

５
階

●
利
用
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
６
時
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

●
電
話
番
号　

４
３
３
（
９
２
１
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
福
祉
労
働

部
労
働
局
労
働
政
策
課
就
業
支
援

係　

☎
６
４
３
（
３
５
９
２
）

　

F
A
X
６
４
３
（
３
５
８
８
）
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平成21年度 にこにこママの育児教室（第2期生） 

※日程は変更になることがあります。ご了承ください。 

回 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7月28日 

8月11日 

8月19日 

8月31日 

9月  8日 

9月29日 

火 

火 

水 

月 

火 

火 

オリエンテーション

離乳食を作ってみよう（調理実習）

体をリフレッシュ～運動しましょう～

親子遊び「育児はとっても楽しいもの」

乳幼児の応急処置・事故防止について

まとめ

保健師 

 

古城　尚美先生 

熊丸　みつ子先生 

中部消防署 

保健師 

日 曜 内　　容 講師（担当） 

管理栄養士 
斉藤　由紀子先生 

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

３
時
ご
ろ
ま
で

●
対
象
者

第
一
子
が
平
成
21
年
２
月
か
ら

平
成
21
年
４
月
生
ま
れ
の
乳
児

を
持
つ
お
母
さ
ん
で
、
全
日
程

参
加
で
き
る
人

●
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

●
申
込
み
方
法

　

電
話
で
、
７
月
13
日
（
月
）
〜

７
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
粕
屋

町
健
康
セ
ン
タ
ー
（
粕
屋
町
国

保
健
康
課
）☎（
９
３
８
）
２
３
１

１
内
線
５
２
４
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
教
室
参
加
の
間
、
必
要
な
人
は

お
子
様
の
保
育
を
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
国
保
健

康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
５
２
４

　

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
身
体
の
こ
と
を

学
ぶ
教
室
で
す
。
ほ
か
の
お
母
さ

ん
と
お
話
を
し
た
り
、
運
動
で
汗

を
流
し
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

も
で
き
ま
す
よ
。

　

育
児
に
奮
闘
中
の
お
母
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室 

●日程・内容 

『
伊
賀
薬
師
堂
の
歴
史
』 

本
販
売
の
お
知
ら
せ 

　

今
か
ら
千
二
百
年
前
、
天
台
宗

開
祖
「
最
澄
」
作
と
伝
え
る
薬
師
如

来
像
を
安
置
し
、
現
代
ま
で
営
々
と

守
り
継
が
れ
て
き
た
戸
原
区
伊
賀
薬

師
堂
。
平
成
20
年
度
に
行
っ
た
調
査

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
浮

か
び
上
が
り
、
そ
の
最
新
の
調
査
成

果
や
歴
史
的
な
経
緯
を
一
冊
の
本
に

ま
と
め
ま
し
た
。

平
成
21
年 

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調 

査
に
つ
い
て
の
お
願
い 

〜
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜 

　

７
月
１
日
（
水
）、
経
済
セ
ン
サ

ス
・
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
及
び
企
業
が
調
査
対
象
で
す
。
６

月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
、

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、
調
査

票
の
配
布
と
受
け
取
り
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
内
容
を
他
人
に

話
し
た
り
、
調
査
し
た
結
果
を
統
計

法
に
規
定
さ
れ
た
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
企
画
・
地
域
振
興
部
調
査

　

統
計
課  
☎（
６
４
３
）
３
１
９
１

　

粕
屋
町
地
域
振
興
課

　
　
　
　

  

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　

   

内
線
４
７
４
・
４
７
５

第
１
回
「
在
宅
介
護
者
交 

流
会
」
の
お
知
ら
せ 

　

介
護
支
援
課
で
は
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
が
心
身
と
も
に
健
康
で

在
宅
介
護
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
者

 

●
書
名　

伊
賀
薬
師
堂
の
歴
史
・
カ

　

ラ
ー
刷
・
本
文
34
ペ
ー
ジ

●
販
売
価
格　

５
０
０
円
（
税
込
み
）

　

購
入
希
望
の
方
は
、
粕
屋
町
立
歴

史
資
料
館
事
務
室
に
て
販
売
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館

事
務
室
ま
で 

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４

間
の
交
流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的

に
「
在
宅
介
護
者
交
流
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

気
分
転
換
の
機
会
と
し
て
「
介
護

を
し
て
い
る
」
と
い
う
同
じ
立
場
の

方
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

在
宅
に
お
い
て
要
支
援
・

要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
介
護

者
及
び
そ
の
家
族

●
予
定
日
時　

７
月
29
日
（
水
）　

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　

１
階

●
内
容　

茶
話
会
・
健
康
介
護
講
話

　

・
健
康
相
談
（
血
圧
測
定
な
ど
）

●
申
込
み　

７
月
24
日
（
金
）
ま
で

に
介
護
支
援
課   

☎（
９
３
８
）
２

　

３
１
１
・
内
線
５
５
９
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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粕
屋
町
青
少
年
育
成
町
民
の
会

人
権
問
題
啓
発
強
調
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

大
会
へ
の
ご
案
内

　

７
月
は
、「
青
少
年
健
全
育
成
」

「
人
権
問
題
啓
発
」「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　

粕
屋
町
に
お
い
て
は
、

　
『
育
て
よ
う
心
豊
か
な
粕
屋
の
子

　

ど
も
』

　
『
人
権
問
題
の
解
決
は
家
庭
や
学

　

校
、
地
域
か
ら
』

　
『
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る

　

い
社
会
』

　

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
次
の
よ

う
な
要
領
で
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
　
　
　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

●
内
容　

各
種
事
業
報
告
及
び
講
演

　

講
演　
「
た
っ
た
ひ
と
つ
の
命
だ

　
　
　
　

か
ら
」

　

講
師　

ワ
ン
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

代
表　

冨
田
優
子
氏

『
み
ん
な
で
創
ろ
う 

ゆ
と
り
・
い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
・
か
す
や
』 

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎（
９
３
８
）
１
４
１
０

急
募 

粕
屋
町
児
童
会

（
学
童
保
育
）
指
導
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
児
童
（
小
学
１
〜
３

年
生
）
に
対
し
、
授
業
の
終
了
後
に

学
校
施
設
な
ど
を
利
用
し
て
適
切
な

遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
て
そ
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
各
小
学

校
に
児
童
会
（
学
童
保
育
）
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
指
導
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

●
職
種　

児
童
会
指
導
員

●
募
集
人
数　

８
名

●
身
分　

粕
屋
町
臨
時
職
員

●
勤
務
時
間

　

▽
学
業
期

　
　

午
後
２
時
〜
午
後
６
時

　

▽
長
期
休
業
日
な
ど(

夏
休
み
な
ど)

　
　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

　
　

(

内
６
時
間
〜
８
時
間
程
度)

●
賃
金

　

▽
学
業
期

　
　

３
、７
０
０
円

　

▽
長
期
休
業
日

　
　

４
、４
５
５
円
〜
６
、４
８
０
円

●
資
格　

昭
和
24
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
人

※
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
資
格
を

有
す
る
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

●
勤
務
先

　

町
内
４
小
学
校
内
の
い
ず
れ
か
の

　

児
童
会

●
提
出
書
類

　

登
録
申
請
書
及
び
履
歴
書
（
総
務

　

課
備
え
付
け
の
も
の
）

●
受
付
期
間

　
　

７
月
１
日(

水)

〜
７
月
15
日

(

水)

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
提
出
先

　

粕
屋
町
役
場
総
務
課
人
事
係
（
粕

　

屋
町
駕
与
丁
一
丁
目
１
番
１
号
）

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
２
３

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
４
３

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
２
級

養
成
研
修
の
受
講
生
募
集
【
土
曜
コ
ー
ス
】

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か

ら
従
事
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
実
習
な
ど
は
平
日

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
日
程

▽
講
義　

８
月
22
日
〜
12
月
26
日

の
毎
週
土
曜
日

▽
実
技　

右
記
期
間
内
５
日
間
の

土
曜
日

▽
実
習　

平
成
22
年
１
月
５
日
〜

３
月
５
日
の
間
の
平
日
４
日
間

▽
修
了
式　

平
成
22
年
３
月
６
日

※
講
義
・
実
技
時
間
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
の
予
定
、
日
程
は

都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
（
実
習

に
つ
い
て
は
別
途
定
め
る
）

●
会
場

▽
講
義
・
実
技

　

第
七
岡
部
ビ
ル　

貸
会
議
室
ほ
か

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前

２
ー
20
ー
15
）
ほ
か

▽
実
習　

粕
屋
町
及
び
近
郊
市
町

村
内
の
施
設
を
利
用

●
対
象　

粕
屋
町
在
住
の
方　
　

●
募
集
人
員　

８
名
（
多
数
の
場

合
、
粕
屋
町
介
護
支
援
課
に
て

　

抽
選
、
結
果
を
郵
送
に
て
通

知
）

●
申
込
期
間　

７
月
10
日
（
金
）

　

〜
７
月
23
日
（
木
）

●
費
用

　

▽
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　

２
０
、
０
０
０
円

　

▽
施
設
実
習
な
ど
に
お
け
る
健

　

康
診
断
書
の
提
出
及
び
予
防

　

接
種
な
ど
に
係
る
経
費

　
（
約
１
０
、
０
０
０
円
程
度
）

　
（
事
前
受
診
不
可
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

印
鑑
を
持
参
さ
れ
る
と
、
す
ぐ

　

に
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

粕
屋
町
介
護
支
援
課
高
齢
者
支

　

援
係　

☎(

９
３
８) 

２
３
１
１

　

内
線
５
５
２

●
主
催

　

(

財)

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　

☎(

６
５
１
）
１
１
２
１

●
委
託
先　

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス

　
（
株
）　

☎(

４
３
２
）
６
２
６
６
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※このコーナーについての連絡・問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会まで  ☎938－2311 担当：中山

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs

◆筑前かすや一番隊　今年も高知よさこい
　　祭りとよさこい全国大会に参加します。
　一緒に参加してくれる踊り子、スタッフを募集しています。
　　　　　　　　　　　　　　　（一番隊以外の方、大歓迎）
●日　　程　８月１０日（月）～１３日（木）
●募集締切　７月１０日（金）
　詳しい内容や、申込書は一番隊練習会場（毎週金曜１９：００～
かすやドームサブアリーナ）にて配布しています。もちろん踊りは
丁寧に指導いたします。

◆商工花火大会プレイベントにてよさこい演舞を披露します。 
●７月１８日（土）１８：００～　花火打ち上げは２０：００～
●５月、６月に開催の新曲練習会のメンバーに参加してもらい、「かすや天龍ちぎり舞」の練習
　の成果を披露いたします。

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
10
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の

　

前
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６

　

川
口
學
ま
で

福
岡
都
市
計
画
の
変
更

の
原
案
の
閲
覧
を
行
い

ま
す

　
「
区
域
区
分
の
変
更
」（
福
岡
県
決

定
）、
の
原
案
に
つ
い
て
閲
覧
を
行

い
ま
す
。

●
原
案
の
事
前
閲
覧
を
行
う
も
の

　
「
区
域
区
分
の
変
更
」

　

(

１)

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
地
区

（
市
街
化
調
整
区
域
↓
市
街
化
区
域
）

●
閲
覧
期
間
及
び
場
所

　

７
月
６
日
（
月
）〜
７
月
21
日
（
火
）

　
（
土
曜
・
日
祝
日
を
除
く
）

　

福
岡
市
役
所
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

大
野
城
市
役
所
都
市
計
画
課

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

春
日
市
役
所
都
市
計
画
課

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

志
免
町
役
場
地
域
整
備
課

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

粕
屋
町
役
場
都
市
整
備
課

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

福
岡
県
建
築
都
市
部
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
政
棟
７
階
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
45
分

●
公
聴
会

　

こ
れ
ら
の
原
案
に
対
し
、
住
民
の

皆
さ
ま
や
そ
の
他
利
害
関
係
者
の
意

見
を
聞
く
場
と
し
て
公
聴
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
公
述
（
公
聴
会
で
意

見
を
述
べ
る
こ
と
）
希
望
者
は
、
７

月
21
日
（
火
）（
必
着
）
ま
で
に
「
公

述
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
述
申
出
者
多
数
の
場
合
は
、

公
述
人
の
選
定
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
公
聴
会
傍
受
の
受
付

は
、
当
日
会
場
で
開
会
30
分
前
か
ら

行
い
ま
す
が
、
公
述
の
申
し
出
が
な

い
場
合
、
公
聴
会
は
開
催
さ
れ
ま
せ

ん
。

●
開
催
日　

７
月
29
日
（
水
）

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

●
開
催
場
所　

福
岡
市
中
央
区
天
神

　

一
丁
目
８
ー
１
「
福
岡
市
役
所
」

　

14
階　

第
１
４
０
２
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

○
原
案
の
閲
覧
、
公
述
申
出
書
の
配

　

布
・
提
出
、
公
聴
会
開
催
の
有
無

　

な
ど
に
つ
い
て

　

福
岡
市
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎（
７
１
１
）
４
３
８
８

　

大
野
城
市
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎（
５
０
１
）
２
２
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
５

　

春
日
市
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎(

５
８
４
）
１
１
３
５

　

志
免
町
地
域
整
備
課

　
　
　
　
　

☎（
９
３
５
）
１
０
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
６
２

　

粕
屋
町
都
市
整
備
課

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
４
６
６

　

福
岡
県
建
築
都
市
部
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　

☎（
６
５
１
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
４
６
４
４

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.fu
k
u
o
k
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９
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９
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】
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９
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団
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寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

町の人口
人　口　 

21年

20年

19年

男 女 世帯数 
5月末現在

21　年

前年対比

　154件

－15件

0人

±0人

197人

－24人

4月末現在町内の交通事故発生状況

発生
発　生
件　数 死 者 数 負傷者数

区分

7 月 の 税 金

41,339

40,468

39,343

20,544

20,190

19,599

20,795

20,278

19,744

16,540

16,073

15,583

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区
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隈
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会

甲
仲
原
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甲
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原

白
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正
信

白
木　

寿
美
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粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若　

宮

長
岡
美
和
子

長
岡　

廣
征

67

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
西

川
田　

耕
二

川
田
い
つ
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粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
中

小
川　

静
江

小
川　

清
美

75

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

固定資産税　　　第２期
国民健康保険税　第３期

納め忘れていませんか

町・県民税　第１期６月の
税　金

　発熱、呼吸器症状（せき、息苦しさなど）がある方で、新型インフルエンザに感染した疑いのある方は、直

接病院を受診せず、まずは発熱電話相談にお電話ください。また、そのような状態にある方は、家族や周りの

人に感染を広げないよう必ずマスクを着用してください。

相　談　窓　口
●粕屋保健福祉環境事務所
　発熱相談電話　９時から17時（土日休日含む）　☎（939）0381
　新型インフルエンザ専用外来　９時から17時（平日のみ）　上記発熱電話相談の後に来てください。
　※17時以降の発熱相談は下記へお願いします
●福岡県庁　保健医療介護部保健衛生課　☎（643）3279

新型インフルエンザ

　新型インフルエンザは、発熱、咽頭痛、咳、突然の筋肉痛など、通常の季節性のインフルエンザと同じような症状がみられ
ます。予防のためには、通常のインフルエンザと同様に、うがいや手洗い、マスクの着用など、日ごろの衛生習慣が大切です。

●家庭でできる予防策は？
①　マスク・咳エチケット
　・咳やくしゃみをしている人が自らマスクをする。
　・マスクをしていないときは咳・くしゃみの際にはティッシュなどで
　　口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけ１メートル以上離れる。
　・マスクは着用方法をよく読んで正しく着用する。

②　外出後の手洗い・うがい
　・外出先から戻ったら、まずうがいと手洗いをする。

　　手洗いのポイント：石鹸をよく泡立てて、手のひら、手の甲、指先、爪の間、指の間、手首まで、しっかり流水ですすぐ。
　　うがいのポイント：まずは口の中をすすいで、その後に喉の奥までガラガラとうがいをする。

③　部屋の換気
　・こまめに部屋の換気を行い、湿度を50～ 60％に保つ。

④　不要不急の外出をやめる
　・可能な限り人ごみや繁華街に行くことを避ける。

新型インフルエンザの相談窓口について

住民の皆さんには、正しい情報に基づいた冷静な対応をお願いします。

詳しい情報については、厚生労働省及び福岡県庁のホームページに随時掲載されます。
粕屋町国保健康課健康推進係　☎（938）2311内線525・526
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８月上旬の行事予定表８月上旬の行事予定表８月上旬の行事予定表８月上旬の行事予定表

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

平成21年7月1日発行　編集・発行/粕屋町企画課広報広聴係　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁一丁目1番1号 　☎938-2311　印刷/（有）メイタク印刷

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。

７月の行事予定表７月の行事予定表７月の行事予定表

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 七夕飾り
粕屋町消防団ポンプ操法大会 8:00～　　　 中部消防署グラウンド 
健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール 
パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 水あそび
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 小麦粉粘土あそび
大腸がん･喀痰検体提出日 9:00～11:00 健康センター 6月29日・30日,7月1日に容器を持ち帰られた方
交通事故･犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成20年9月生まれの児
ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします
国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 プール
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 泥んこあそび
パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について
３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成18年6月生まれの児
おたのしみ園庭開放 17:00～　　　 中央保育所 夏まつり
ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年3月生まれの児
子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 プールあそび
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 プール
4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年3月生まれの児
大腸がん･喀痰検体提出日 9:00～11:00 健康センター 7月13日・14日・15日に容器を持ち帰られた方
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成19年12月生まれの児
子育て広場 18:00～　　　 仲原保育所 夏まつり
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 プール

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール 
親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児
赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 水あそび
  サンレイクかすや 
粕屋町平和週間  JR原町駅 原爆パネル展
  JR長者原駅 
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